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京大を良くする思いは同じ、大同することはできる

京大
職組の役

員交代にあたり

総長
との会見・懇談
2012年8月9日

　京大職組は 2012 年 8 月
9 日、松本紘総長と懇談を
行いました。これは京大職
組新執行部の紹介を兼ねたも
ので、毎年行われています。総長
側からは総長、塩田理事、浅野総務部
長が、組合からは高山委員長、吉村、道下、竹
中副委員長、石田書記長、辻、栗山書記次長が
出席しました。

　高山委員長は、「世界トップ水準の研究・教育・
医療機関をめざして良い京都大学を作りたいと
いう思いは組合も総長と同じ。大学の基盤自体
が危機的な状況になっている。日本の高等教育
予算の水準はたいへん低く、このままでは途上
国にも追い抜かれかねない。大学でも運営費交
付金が削減されていけば、国や国際社会を支え
る人材が確保できなくなる。学生が意欲をもっ
て学び、教職員が安心して働ける環境が必要。
国立大学の置かれている危機的状況に対処する
ため、そして京都大学を良くするため、組合は、

一致点での総長との有形無
形の共同を追求して行きた
い。」と述べました。

松本総長も、高山委員長の発言
に「思いは全く同じだ。異論はない」

として、次の様に述べました。「京大がや
らなくては、と思ってくれる世間の雰囲気をど
う作るかが大切。給与は法人が定めるというこ
とになっているが、国の例を踏襲しているとこ
ろがほとんど。これでいいのか、ということは
私も痛感している。今後一緒にやりましょう。
対立する立場もあるが、大同することはできる。
それは高山委員長の言うとおりだと思う。」

　また、学生の教育環境改善への思いも述べ、「職
員組合も一緒になってやってほしい。力を合わ
せてやっていきたいと仰っていただいた。本当
にその通りだと思う。今後ともよろしくお願い
します。」と述べ、和やかな雰囲気のもとで懇談
を終えました。
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④

「金相学と磁性・超伝導」

　ここ数十年の間に多くの科学技術がわれわれの予想を遥

かに超えて進歩している。

　それを支えているのは新規な物質（Material）の開発で

あり物質化学（Material Chemistry）の研究なくして現代

のような科学技術の発展はありえない。

　金相学研究室では、金属元素を含む無機化合物を対象と

し、化学的な見地から、高温超伝導など新たな量子現象を

示す新物質を探索・開発することを目標にしている。

　特に 21 世紀の材料をになうと期待される強い電子相関

をもった系を中心に研究を行っている。　今回はミニ講義

として、超伝導研究についてなるべくわかり易く紹介した

い。

講義日時：2012 年８月３０日 ( 木 )12:10～12:50
USTREAMでの講義ライブ中継を下記URLで視聴できます

www.ustream.tv/channel/union30course

京大職組では 2011 年８月より概ね月１回、教員組合員に依頼して、昼
休み時間中に研究紹介のミニ講義を実施しています。講義はライブ中継
と収録をしており、Web サイトに公開ています。今年度分から講義ライ
ブ予告や収録済み講義を職員組合ニュースに掲載します。

研究紹介ミニ講義

吉村 一良 氏
理学研究科 教授

よしむら・かずよし：1958 年生ま
れ。1986 本学大学院工学研究科博
士後期課程研究指導認定退学、
1987 本学工学博士、1986.4 福井
大学工学部応用物理学科助手採用。
1988.10 本学理学部化学科 助手、
1993.12 同助教授、1995.4 同研究
科化学専攻助教授、2002.3 同教授、
現在に至る。

　京大職組理学部支部長を 3 期務
め、2011 年度京大職組中央執行委
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②

8 月からの賃下げ実施に対して声明を発表
         2012 年 8月 1日

京都大学職員組合 中央執行委員会

「賃金引き下げの８月実施を撤回し、７月までの水準に戻すこと。

削減された賃金を教職員に返金することを要求します。

運営費交付金削減の前提が間違っており、議論をやり直すこと。

　団体交渉は、職員組合が大学法人側から賃下げの提案の説明を受けただけで、論議は未だ半ばであり、合

意はされていません。

　これまでの議論では、概ね下記の７点について、賃金引き下げの根拠、理由がないことを明らかにしてき

ました。

１．今回根拠とされているのは閣議決定ではなくて、文科省の事務連絡による要請であり、お願い

であり、閣僚懇談会という非公式の場での大臣発言であること。

２．削減された人件費が震災復興に使われるのかどうかが極めて疑わしくなってきていること（7

月 18日付け通知、および、7月 13日行政改革推進本部第 6回会合における野田総理発言）。

３．補正予算で運営費交付金が削減されるのかは不明であり、成立するまで待つべきであること。

４．運営費交付金が削減されるとしても、その率が教職員人件費の平均 7.8% となるかが疑わしい

こと（2. と同様）。

５．政府のやり方は直接的に使用者であるという振る舞いであり、労使関係への介入になる。簡単

に政府の賃下げ圧力等に屈してはならないこと。

６．合理的理由の無い不利益変更は労働契約法にも違反していること。

７．更には、4、5、6月あたりに賃下げの先行した大学では、返金も考えるという動きになってい

ること。

　その上で、組合としては、8月 1日実施案を直ぐに強行されることに改めて断固反対し、団体交渉の継続

を要求することを表明しました。

　7月 27日付けで出された「総長書簡」は、これまでの団体交渉でのやり取りを踏まえた「誠意」の示され

たものとして、一定の評価はできるものです。しかしながら、国立大学全体での運営費交付金の削減額が

300 億円だとする、7月 18日付けの文科省からの文書の存在を示さず、当初の給与削減率を維持したまま、

7月 23日の団体交渉、過半数代表への説明、部局長会議、評議会、運営協議会への附議を行っていたことが

明らかになりました。

　このような大学法人執行部のやり方・姿勢は誠実な交渉とは言えないものです。

　組合は、8月以降、賃金引き下げ分の請求要求を求めるとともに、法定闘争も辞さないという強い態度で、

引き続きの団体交渉において奮闘するものです。

時間雇用教職員も特例夏季休業を有給に ! 緊急要求書提出

③

京都南座「山田洋次の軌跡」
開催期間：前半  8/18～9/23　後半  10/6～10/24

ワンデイ・フリーパス組合員優待販売
前売券1,500円、当日券1,700円のところ
組合員優待価格 500円で頒布します
詳細は組合事務所までお問い合わせください

催事詳細　http://ow.ly/d8WB6


